
１．はじめに

工事概要

�１ 工 事 名：県道名古屋新宝線日比野工区上部

工事

�２ 発 注 者：名古屋高速道路公社

�３ 工事場所：愛知県名古屋市熱田区西郊通

�４ 工 期：平成２０年３月１９日～

平成２２年３月１５日

本工事は都市内高速の高架橋架設工事であり、

交通量の多い県道上に鋼床版箱桁橋を架設する工

事である。

作業手順として、鋼床版箱桁を架設後、箱桁下

部の吊足場を使用して高力ボルトの締め付け、ジ

ョイント部の現場塗装を実施する。

吊足場は図―１のように箱桁に取付けた吊ボル

トを利用して吊下げる構造であり、使用後吊足場

を解体し，吊ボルト（写真―１）を化粧ボルトに取

替える作業が発生する。

２．現場における問題点

化粧ボルトの頭部は無塗装のため、塗装（表―

１）に要する日数は最低でも７日必要となる。

当初は化粧ボルトの取付け後に塗装作業を考え

ていたが，交通量の多い交差点付近（図―２、写真―

２）であるため、夜間規制作業となり、工程の遅

延が懸念された。
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写真―１ 吊りボルト

表―１ 塗装仕様

図―１ 吊りボルト設置位置図
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図―２ 位置図

写真―２ 日比谷交差点部

３．化粧ボルトの提案

下記のように閉ボルトの塗装時期をボルト取付

け後から取付け前に変更した。

（変更前）

吊足場解体→閉ボルト取付→閉ボルト塗装

（変更後）

�吊足場解体 �
�
�
→ 閉ボルト取付

�閉ボルト塗装

４．適用結果

事前に化粧ボルトを塗装しておくことで、吊足

場解体と同時に取付けを行うことができ、工程促

進につながった。（写真―４）

また、再度交通規制を実施することなく作業を

実施でき、周辺交通への影響を軽減できた。

写真―４ 閉ボルト塗装

５．採用時の留意点

・採用時の留意点�
閉ボルトのボルト長は取付け箇所によって長さ

が異なる（首下長 L＝５０，５５，６０）。夜間規制中に

足場の解体と同時に取付けるため、取付け箇所を

間違えると再度別の日に規制をしなければならな

くなることから、作業者にボルトの取付け箇所を

周知し、在庫確認を事前に行うことで対応した。

・採用時の留意点�
閉ボルト頭部の塗装の管理には注意が必要で、

ボルト同士が接触し塗装が剥がれる品質上の問題

があることから、閉ボルトは取付け完了までは塗

装部の養生、管理が必要であった。

６．おわりに

化粧ボルトの取付作業は１日工程となるが、そ

こに塗装作業工程を考慮すると塗装面積の大小な

く塗装仕様によるが、最低７日間の作業となる。

鋼橋の現場を円滑に進めるためには他工種が密

接に関わってくることから、全体工程を検討しな

がら、常に新しいアイデアを持って工程短縮でき

るよう管理することが必要だと感じた。写真―３ 閉ボルト塗装
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